
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年 ５月３１日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：5 体の眼球ロボットを RTM（Windows 版）でインターネット接続を
したマスコットロボットシステムを構築、4 人の人間と 5 体の眼球ロボットがホームパーティ
を楽しむというシナリオのもとで複数の人間・ロボットがさりげないコミュニケーションを実
施する例として 15 分程度のデモビデオを作成、理論的にはファジィ雰囲気場の概念およびそ
の可視化手法を提案してビデオに反映、成果を都合 10 件以上のジャーナル論文・国際会議招
待講演などで発表。 
 
研究成果の概要（英文）：A mascot robot system consisting of 5 eye-robots connected to 
internet by using RTM(Windows version) is constructed, a demonstration DVD entitled 
“enjoying home party by 4 humans and 5 robots” is created to show the realization of casual 
communication in humans-robots interaction, and more than 10 
jounal-papers/plenary-talks are published/done. 
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１．研究開始当初の背景 

人間とロボットが共生する社会の実現と

いう観点から、インターネット接続の複数ロ

ボットと複数人間観の実用的側面が注目さ

れている。申請者らは平成 17 年度から 19年

度における NEDOの研究開発プロジェクト「次

世代ロボット共通基盤開発プロジェクト」に

参画し、「音声認識用デバイス及びモジュー

ルの開発（音声認識モジュールの実証を目的

とした Web情報検索との連携によるマスコッ

トロボットシステムの研究開発）」を担当し

た。そして本研究では、それを更に発展させ

て、眼の動きによる感情表現が可能な眼球ロ

ボットを作成し、これらを用いて家庭環境に

おいて人間と音声と眼球動作表情による「さ

りげないコミュニケーション」を図ることの

できるマスコットロボットシステムを開

発・完成する。この開発研究により、人間に

対し感性表現を行うことでユーザに対して

有効に情報提示を行う仕組みを、家庭という

環境下で実現することができ、さらにオフィ

スや工場など別環境への多くの展開を期待

している。 

 
２．研究の目的 

申請者等が提案した感情表現により効果

的な情報提示が可能となったが、ユーザの認

知はそれによりどの点がどの程度向上した

のか、そして特定の認知側面を向上させるよ

うな感情設計はどのように設計すべきであ

るか、という課題が発生する。そして、複数

ロボットと複数人間が感性的な情報交換を

いかに行うか、そのためにはロボット用の音

声・画像認識技術の開発と共に、複数のロボ

ットを誰でも容易にインターネット接続す

ることができる技術開発も重要になる。これ

らの課題を体系的に扱うには、コミュニケー

ションにおける感性と認知との相互作用に

ついて、その非線形性やあいまいさを考慮し

て取り扱う必要がある。つまり、ロボットに

よる感性表現と、それによる人間であるユー

ザの認知への影響を、計算知能における数学

的手法を駆使して解析することが必要であ

り、その観点からの新たな雰囲気場理論構築

および複数の人間・ロボットによるさりげな

いコミュニケーション実証実験を行う。 

 

３．研究の方法 

本研究は４年計画で以下の技術開発を順

次行っている。初年度（平成 21 年）には、

機材一式の研究インフラを整備構築すると

ともに、感性表現の可能なロボットシステム

ハードウェアを設計製作し、これら一通りの

設備を用いた実験を行い、実験ノウハウを確

立している。第２年目には、被験者を用いた

大規模な実験を行い、感性と認知との相互作

用に関するデータを取得している。そして第

３年目には、感性を客観的にかつ定量的に計

測する技術をファジィ雰囲気場理論として

まとめ(図 1－２)、計算知能の方法論を活用

して、この関係を人間の非線形性やあいまい

さを考慮してモデル化している。そして最終

年度の第 4年目には、緊急対処等の緊張を強

いられる状態での別の環境において、感性表

現とそれによる認知向上、そしてその感性・

認知の計測とそのフィードバックという技

術の研究を行い、実証実験として 15分程度

のデモンストレーション DVDを作成している。 

図 1 ファジィ雰囲気場 



 
図 2 雰囲気の可視化 

 
 

４．研究成果 

 複数の人間とロボットによるさりげない

コミュニケーションを実現するために必要

な、ファジィ雰囲気場の理論を提案し、その

可視化手法も開発している。その成果をわか

りやすく提示するために、4 人の人間と 5 体

の眼球ロボットがホームパーティを楽しむ

というシナリオのもとで、15 分ほどのデモン

ストレーション DVDを作成している(図 3－4)。

これらの成果を都合 30 件以上のジャーナル

論文・国際会議招待講演などで発表している。 

図 3 「ホームパーティを楽しむ」シナリ

オ設定 

 

図 4 「ホームパーティを楽しむ」のいく

つかのシーン 
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